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扱いがはじまり、消費者より一層

だき、出荷下さいますようお願い

願い致します。

されていること、栽培暦の遵守等されていることが条件となります。また5月の米の販売委託申込みで（種子更新の確認

す。「ＪＡ米」と「一般米」の格差は60㎏あたり600円となりました。（昨年500円）

　品種名（○○○○○）は、「コシヒカリ、ヒノヒカリ、ひとめ
ぼれ、あきたこまち、日本晴、晴るる、中生新千本、ミルキーク
イーン、きぬむすめ、にこまる、マンゲツモチ、ミヤタマモチ、
ヒヨクモチ、五百万石、山田錦、西都の雫」のいずれかを記
入下さい。上記品種に該当しない場合は、　　　　　　（横
線）を必ずご記入願います。「その他」等の文字は記入しな
いでください。（上記品種はカタカナ、ひらがなも上記のと
おり記入下さい）

単位：30㎏袋

 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 
 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 

 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火
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　暑い日が続きますが、平成25年産米の出荷(検査)の時期がまいりました。17年度よりＪＡ米の取扱

の産地表示等に厳格な対応がもとめられております。毎年のことではありますが、必ずご一読いただ

致します。

　つきましては、以下の要領にて米の出荷申込み受付をいたしますので、早めの準備、手続きをお願

　上記申込みの手順を確認されて、早めの対応をお願いいたします。「JA米」とは、種子の更新（自家採取は不可）がさ

がされた方のみ。）、JA米欄に申込みを頂いている方が対象となります。他は「一般米」となりますのでご留意願います

※出荷時の米代金（仮渡金）の単価は、全農山口県本部の決定後、各検査場等へ掲示させていただきます。

1.提出書類
　検査（出荷）申込書（昨年度以前の申込書は使えません。）
　・水稲栽培・防除日誌（出荷区分、種子の状況、播種日、田植日、投入資材使用日誌、除草剤使用日誌、防除日誌）
　　　　※「湛水期間」の記入が追加されていますので、ご注意下さい。；事前に記帳しておいてください。
　・食味サンプルの提出は必要はありません。
　・JA米生産者自己点検チェックシート（JA米出荷者のみ必要）
2.受付窓口
　　各支所窓口（金融店舗）で受付します。
　　事前申込み（2日前（金融営業日））が必要です。
　　※検査（出荷）申込書が確認されたものしか検査できません。
　　　支所にて検査日の調整。「検査申込み受付証」を発行します。
　　　　※検査申込み受付証を出荷米と一緒にして出荷下さい。
3.検査計画（予定）
　　右記のとおりです。11月以降の検査は、別途ご案内いたします。
4.その他
　・出荷袋の記入は、右上記載事項を厳守願います。
　・水分調整（14.5％～15.0％の間）、量目（皆掛重量30.6ｋｇ以上）を厳守願います。
　・荷造りについては、袋口をそろえ裏側に 3回以上折り曲げ、両端から袋口の中央
　　に折り曲げて、左右の口ひもで真結びとしてください。
　・出荷後 3等米に格付けされたものは、JAへ販売委託されたものとして取扱いい
　　たします。
　・JA出荷以外（検査のみ）の場合は、各支所、営農課へお問い合わせ下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（別途申込書必要）
　・ライスセンターへ籾すり作業を依頼される方は、「水稲栽培・防除日誌」の提出
　　をライスセンターへお願いいたします。
　・個人の籾すりを受託されている方も、上記の検査申込み手順によりますので、早
　　めの対応をお願いいたします。
　・米検査料について
　　米代金の入金時（出荷時）に差し引きとさせていただきますのでご了承願います。
　　　　　　　（検 査 料　　50円（税込み）/30ｋｇ袋）
　・集荷運賃について
　　　　　　　（集荷運賃　140円（税別）/30ｋｇ袋）

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
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8
月
4
日（
日
）に
第
12
回
た
ぶ

せ
ハ
ゼ
の
実
ろ
う
そ
く
祭
り
が
田

布
施
川
・
ハ
ミ
ン
グ
ロ
ー
ド
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

芝
生
広
場
で
は
「
巨
大
ろ
う
そ

く
絵
」
が
披
露
さ
れ
た
く
さ
ん
の

人
出
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
南
す
お
う
は
、
お
か
げ
さ

ま
で
20
周
年
を
迎
え
感
謝
の
気
持

ち
を
こ
め
た
「
あ
ん
ど
ん
」
を
設

置
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
40
基
を

越
え
る
あ
ん
ど
ん
が
幼
想
的
な
あ

か
り
で
来
場
客
に
い
や
し
の
時
間

を
与
え
て
い
ま
し
た
。

ハ
ゼ
ろ
う
祭
り

　

7
月
20
日（
土
）光
市
農
業
振

興
拠
点
施
設
「
里
の
厨
」
に
て

創
業
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

朝
か
ら
30
℃
近
く
ま
で
気
温

が
上
が
る
暑
さ
の
中
、
多
く
の

方
が
来
店
さ
れ
、
地
元
産
の
米

粉
を
使
っ
て
、
美
味
し
く
食
べ

ら
れ
る
「
米
粉
料
理
コ
ン
テ
ス

ト
」
や
、
山
口
県
民
が
大
好
き

な
某
番
組
で
紹
介
さ
れ
た
、
お

馴
染
み
の
、
「
も
ち
ま
き
」
等

の
イ
ベ
ン
ト
で
盛
り
あ
が
り
、

暑
さ
も
忘
れ
る
一
日
で
し
た
。

〜
2
周
年
を
迎
え
ま
し
た
〜

　

7
月
28
日（
日
）光
市
立
大
和
公
民

館
主
催
の
、
「
や
ま
と
ふ
れ
あ
い
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
大
和

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
大
和
地
域
の
方
が

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
を
通
じ
て
、
親
睦
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
資
格
も
大
和
地
域
の
住
居

者
、
出
身
者
、
勤
務
者
に
限
定
さ
れ
、

参
加
者
の
殆
ど
が
顔
な
じ
み
で
あ
り
、

初
心
者
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

運
動
不
足
解
消
と
、
親
睦
を
深
め
る

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

〜
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
は
じ
め
ま
し
た
〜

　

8
月
3
日（
土
）
17
時
よ
り
平
生
公
民
館
付
近
で

「
ひ
ら
お
十
七
夜
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
こ
の
祭
り
で
は
商
工
会
青
年
部
、
女

性
部
の
方
々
が
飲
食
店
や
子
供
向
け
イ
ベ
ン
ト
を
出

店
し
、
そ
れ
ら
に
多
く
の
人
が
列
を
作
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
初
め
て
の
試
み
と
し
て
商
工
会
主

催
の
男
女
合
同
婚
活
イ
ベ
ン
ト
「
祭
り
婚
」
が
開
催

さ
れ
、
男
女
合
計
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

素
敵
な
出
会
い
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
し
て
祭
り
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
、
打
ち
上
げ
花

火
は
例
年
よ
り
早
く
20
時
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

打
ち
上
げ
時
刻
の
直
前
か
ら
雨
が
ぽ
つ
ぽ
つ
と
降

り
始
め
ま
し
た
が
、
集
ま
っ
た
人
の
思
い
が
天
に
届

い
た
の
か
す
ぐ
に
止
み
、
快
晴
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
昨
年
よ
り
多
く
の
人
が
訪
れ
、
大
盛
況
の

う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

ひ
ら
お
十
七
夜
ま
つ
り
開
催
！
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7
月
28
日
の
集
中
豪
雨
は
、
山

口
市
、
萩
市
、
阿
武
町
を
中
心
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
た
皆
様
並
び
に
関
係

Ｊ
Ａ
の
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

「
集
中
豪
雨
災
害
緊
急
対
策
本

部
」
か
ら
の
派
遣
要
請
に
よ
り
、

災
害
復
旧
支
援
隊
の
一
員
と
し
て

当
Ｊ
Ａ
か
ら
4
名
を
派
遣
し
、
土

砂
や
瓦
礫
等
、
撤
去
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
山
口
集
中
豪
雨
災
害
緊
急
対
策

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
山
口
集
中
豪
雨
災
害
緊
急
対
策

【お問い合わせ先】

ＪＡ南すおう　企画管理部　TEL（０８２０）２２－９７８５
担当：的場・田中　もしくは、ＪＡ南すおう各支所まで

●青色申告特別控除（最高65万円）

●年2回の集合研修会があります。

●e-Taxによる確定申告の代理送信

●青色申告特別控除（最高65万円）

●年2回の集合研修会があります。

●青色申告特別控除（最高10万円）

●年2回の集合研修会があります。

●e-Taxによる確定申告の代理送信

●青色申告特別控除（最高10万円）

●年2回の集合研修会があります。

●複式簿記による記帳代行

●決算書、申告書の作成

●代理申告

●複式簿記による記帳代行

●決算書の作成

●記帳代行

●決算書、申告書の作成

●代理申告

●記帳代行

●決算書の作成

会員区分内　　　容 特　　　　　典 年　会　費

初年度 35,000円
2年目 30,000円

初年度 23,000円
2年目 20,000円

初年度 20,000円
2年目 15,000円

初年度 9,000円
2年目 6,000円

新規会員募集
JA南すおう農業青色申告会

毎年の確定申告が

収入・経費
減価償却…？

という方、まずご連絡を‼

組合員からの情報提供について
　当組合の監事は、経営の健全な発展に資するため、
農協法（第35条の 5 ）及び農協法施行規則（第81条）
に基づき、また第36回JA山口県大会決議を実践する
ため、理事の職務について、組合経営における不適
正行為に関する情報があれば提供をいただくことに
しております。下記宛に電話または封書にてご連絡
くださいますようお願いします。
　　　　　　　　　南すおう農業協同組合　監事会

【連絡先】住　　所　柳井市中央３丁目16番１号
　　　　　電話番号　0820－22－9000
　　　　　部 署 名　監事室事務局
　　　　　受付監事　常勤監事　藤　中　譲　治　宛
※　当組合の業務に関する一般的な苦情については、
下記一般苦情相談窓口を設置しておりますので、そ
ちらをご利用ください。
※ご好意による情報であっても、誹膀・中傷に類似
　する内容のものは受付いたしかねますので、予め
　ご了承ください。
【一般苦情相談窓口】
　本　所：信用事業についての苦情
　　　　　　　金融部金融課　電話番号　0820－22－9786
　　　　　共済事業についての苦情
　　　　　　　金融部共済課　電話番号　0820－22－9790
　　　　　経済事業についての苦情
　　　　　　　経済部営農課　電話番号　0820－22－9787
　　　　　その他の苦情
　　　　　　　総務部総務課　電話番号　0820－22－9000
　支　所：苦情対応担当者

│
支
援
活
動
8
月
6
日
、9
日
│
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稲作ワンポイント情報

２　斑点米カメムシ防除方法
　①　カメムシ類の圃場への移動を避けるため、
　　　出穂前後の畦畔等の草刈りは避けてください。
　②　穂揃期（圃場の80％が出穂した時期）の防除を徹底して下さい。
　③　穂揃期に薬剤を散布した後も圃場でカメムシ類の発生が見られる場合は、さらに7日後に追加防除を実施し
て下さい。（無人ヘリによる防除圃場も同様）

トビイロウンカ（秋ウンカ）・斑点米カメムシの発生注意報が発令されています。
以下の点に注意し防除を徹底して下さい。
１　トビイロウンカ（秋ウンカ）の防除方法
　①　防 除 時 期　８月下旬～９月上旬
　　　　　　　　　（穂ばらみ期～穂揃期）
　②　防除の目安　１株当たり５頭以上いるようで
　　　　　　　　　あれば直ちに防除して下さい。

や
っ
ぱ
り
大
切
だ
ね
、日
本
の
豊
か
な
食
と
農

収穫前21日

収穫前7日

収穫前7日
収穫前7日

3～4㎏／10a

3～4㎏／10a

3～4㎏／10a

ハスラー粉剤

ビームスタークル粉剤

トレボン粉剤
ダントツ粉剤

出穂1週間前
（いもち・カメムシ）

穂　揃　前
（いもち・カメムシ）
穂揃期後1週間

（カメムシ・ウンカ）

薬 　 剤 　 名 使 用 時 期 使 用 量 備　考

ホソハリカメムシ クモヘリカメムシ アカスジカスミカメムシ 斑点米

成虫 成虫 坪枯れ

3　いもち・カメムシ・ウンカ防除使用薬剤

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
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あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！　

家
庭
菜
園

良
品
ダ
イ
コ
ン
作
り
の
ポ
イ
ン
ト

板
木
技
術
士
事
務
所
●
板
木
利
隆

　

ダ
イ
コ
ン
は
、
強
大
な
根
を
早
い

ス
ピ
ー
ド
で
地
中
に
形
成
す
る
の
で
、

根
形
や
品
質
が
土
壌
や
肥
料
栄
養
条

件
の
影
響
を
受
け
や
す
い
性
質
を
持

っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
次
に
述
べ
る
ポ
イ
ン
ト

を
押
さ
え
て
育
て
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

⑴
畑
の
準
備
と
元
肥
の
施
し
方

　

少
な
く
と
も
種
ま
き
の
20
日
以
上

前
に
畑
全
面
に
石
灰
を
ま
き
、
木
切

れ
や
石
な
ど
の
障
害
物
を
取
り
除
き

な
が
ら
30
㎝
以
上
の
深
さ
に
耕
し
ま

す
。
未
熟
な
堆
肥
を
施
す
と
根
に
変

形
が
生
じ
や
す
い
の
で
与
え
な
い
よ

う
に
し
ま
す
。
吸
肥
力
は
強
い
方
な

の
で
、
前
作
に
堆
肥
が
施
し
て
あ
れ

ば
、
特
に
堆
肥
を
与
え
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

痩
せ
地
で
有
機
物
不
足
が
心
配
な

ら
、
完
熟
堆
肥
と
有
機
配
合
肥
料
を

よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
た
も
の
（
事
前
に

発
酵
し
た
も
の
な
ら
申
し
分
な
し
）

イチジク栽培説明会開催！

お問合せ先：ＪＡ南すおう経済部営農課　山根　TEL：22－9787
※資料準備のため、参加を希望される方は9月6日（金）までにお電話ください。

を
、
図
の
よ
う
に
株
間
に
当
た
る
所

に
少
量
施
し
、
根
の
伸
び
を
妨
げ
な

い
よ
う
に
し
ま
す
。

⑵
ま
き
ど
き
を
守
る

　

早
ま
き
し
過
ぎ
る
と
病
害
虫
の
被

害
を
受
け
や
す
く
、
遅
過
ぎ
る
と
根

の
肥
大
不
足
に
な
り
ま
す
。
温
暖
な

平
た
ん
地
の
ま
き
ど
き
は
8
月
中
旬

〜
9
月
中
旬
で
す
が
、
品
種
に
よ
る

違
い
も
あ
る
の
で
、
種
子
を
求
め
る

と
き
に
適
期
を
確
か
め
、
適
期
範
囲

の
や
や
遅
め
に
ま
き
、
管
理
を
入
念

に
し
て
生
長
を
促
進
す
る
よ
う
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

⑶
間
引
き
と
追
肥
、入
念
な
土
寄
せ

　

種
子
は
1
カ
所
5
〜
6
粒
を
、
片

寄
ら
な
い
よ
う
円
状
に
ま
き
、
本
葉

1
枚
の
頃
か
ら
6
〜
7
枚
の
頃
に
か

け
て
3
回
間
引
き
し
、
1
本
立
て
に

し
ま
す
。
間
引
き
の
際
に
は
、
子
葉

が
正
ハ
ー
ト
形
で
、
素
直
に
開
い
て

い
る
も
の
を
残
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
異
常
に
育
ち
の
早
い
も
の
や
非

対
称
の
も
の
は
岐
根
や
短
形
に
な
る

場
合
が
あ
る
の
で
残
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。
間
引
い
た
ら
株
の
周
り
に

土
を
寄
せ
立
ち
上
が
ら
せ
ま
す
。
追

肥
は
第
2
回
目
の
間
引
き
時
か
ら
半

月
ご
と
に
3
回
ほ
ど
与
え
、
土
を
掛

け
て
畝
を
形
作
り
ま
す
。

⑷
害
虫
の
予
防
、駆
除
を
怠
り
な
く

　

ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
の
常
と
し
て
、

各
種
の
害
虫
（
シ
ン
ク
イ
ム
シ
、
コ

ナ
ガ
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
ハ
ス
モ
ン
ヨ

ト
ウ
な
ど
）
の
被
害
を
受
け
や
す
い

の
で
、
適
用
農
薬
を
適
正
に
散
布
し

て
防
ぎ
ま
す
。

　

農
薬
に
依
存
し
な
い
防
除
法
と
し

て
は
事
前
に
ソ
ル
ゴ
な
ど
を
何
列
か

置
き
に
作
付
け
し
、
害
虫
飛
来
の
障

壁
と
す
る
方
法
や
、
防
虫
ネ
ッ
ト
や

べ
た
掛
け
資
材
を
ト
ン
ネ
ル
状
に
被

覆
（
べ
た
掛
け
資
材
は
じ
か
掛
け
）

す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
被
覆
は
種

ま
き
後
3
週
間
以
内
ぐ
ら
い
に
し
、

そ
の
後
は
除
去
し
な
い
と
生
育
に
支

障
を
来
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　ＪＡ南すおう管内、特に田布施町周辺で栽培のさかんな「イチ
ジク」の栽培に興味のある方を対象とした説明会を開催します。
ＪＡ南すおうのイチジクの状況、栽培方法、年間の作業の概要、
経営状況の紹介などを行います。

◆開催日程◆
　日時：平成25年9月10日（火）午前10時～正午ごろまで
　場所：ＪＡ南すおう田布施支所2階会議室
◆こんな方にオススメ◆
・イチジクが好き。
・定年退職まで2、3年。退職後は農業に取り組みたいが、何を栽培しようか検討中。
・農業に取り組んでいる。栽培品目を広げたい方。
・軽作業が多く、女性主体の作業でも栽培可能です。
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インフォメーション

万円万円万円万円万円
　懸賞金付定期積金「当たるんるん」の第 2回抽選会が８月 8日、本所大ホールに
て、女性部フレッシュミズ立ち会いのもと厳正に行われました。当選番号は下記
のとおりとなっておりますので、通帳右上の抽選番号をお確かめ下さい。

 特等（下4桁）

  1等（下4桁）

  2等（下4桁）

  3等（下3桁）

  4等（下2桁）

  5等（下2桁）

0 0 7 7 2 2 4 0

1 1 6 9

0 3 2 4 0 8 7 6 0 9 9 8 1 0 7 6 1 1 4 8

2 5 6 0

0 6 4

0 3

0 0

5 5

1 1

7 1

1 3

7 2

1 6

7 3

1 8

8 0

2 0

8 5

3 6

9 0 9 2

4 5

9 5

1 1 3 2 0 2 3 5 2 3 6 9 4 3 4

5 0 5 5 9 5 7 5 4 8 3 2 9 9 7

2 7 2 4 3 0 3 0 3 8 5 7 4 1 4 3

1 6 3 4 1 7 2 8 2 5 6 2 3 1 4 0 3 2 9 1

懸賞金付定期積金懸賞金付定期積金懸賞金付定期積金

第2回当選番号発表

共済億友会総会共済億友会総会が行われましたが行われました共済億友会総会共済億友会総会が行われましたが行われました共済億友会総会共済億友会総会が行われましたが行われました共済億友会総会が行われました
　平成25年度の共済億友会総会旅行とし
て、九州熊本方面を巡る「名湯杖立温泉
と阿蘇2日間」の旅が、7月4・5日（柳
井・日積・伊陸・上関管内）、9・10日
（平生・佐賀・田布施・大和管内）の2グ
ループに分かれて行われ、温泉や阿蘇山
からの雄大な景色を楽しんでいただけた
かと思います。来年度も多数のご参加を
お待ちしております。

（参加者178名）
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ウーマン

　ＪＡやまぐち女性協が結成され60周年を迎えました。
　記念事業の一環として、7 月30日から 8 月 1 日（ 2
泊 3 日）、県下12ＪＡから204名参加し、（当ＪＡから
9 名参加）東日本大震災の復興を支援する為、「福島
浜街道・桜プロジェクト」に参加しました。このプロ
ジェクトは桜並木の成長と共に、故郷と故郷を離れて
生きる人達との絆、そして全国と被災地との絆を繋ぐ
ことで、この記憶と意思を、後世に伝え続けていくこ
との思いで立ち上がりました。この基金に賛同し、県
下ＪＡが桜の木12本のオーナーになりました。

　 8月 2日（金）田布施いきいきプラザ、 7日（水）平生
支所 2階において南すおう管内の小学生約60名参加し、
恒例のちゃぐりんフェスタを開催しました。
　今回は、家の光 7月号掲載の色紙で作る「野菜うち
わ」に挑戦しました。みんな思い思いの野菜を連想し
ながらエコうちわが完成しました。その後、ビンゴゲ
ームで楽しみ、昼食には女性部皆さんの手作りカレー
を美味しく頂き、夏休みの楽しい一日を過ごしました。

「JAやまぐち女性協」結成60周年記念
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周東総合病院 　　
循環器内科医師　青　山　英　和

こんな訴えで、当循環器科を受診された患者さんがい
らっしゃいます。なぜ？循環器？心臓じゃないの？皆さ
んそう思われるでしょう。この男性は整形外科を受診さ
れ、特に異常がない、との診察結果でまずは薬で様子を
みることになりました。その後も症状が改善しない、他
に原因がないか、とのことで紹介受診いただきました。
彼が当循環器科を受診した理由は、足の血管が動脈硬化
で狭くなったり（狭窄）、詰まったり（閉塞）している
病気（閉塞性動脈硬化症）ではないかと考えられたから
です。上記の症状は閉塞性動脈硬化症の代表的な症状で
す。ABI（足関節上腕血圧比）検査を行うと、左足の動
脈に狭窄が疑われました。
このABIという検査は非常に簡単な検査です。両方の
上腕、足首で同時に血圧を測り、比を求めるだけ。体に
負担はありません。通常、足の血圧は腕より高いので、
狭窄があると足の血圧が低く出ます。その後、造影CT
検査を行うと、左足だけでなく心臓の栄養血管である冠
動脈にも狭窄がみつかりました。いわゆる狭心症が隠れ
ていたのです。彼と相談したうえで入院して頂き、カ
テーテル検査にて更に精密検査を行ったところ、心筋梗
塞に至る前の段階であったため、検査からそのままカ

テーテル治療（狭窄した冠動脈に“ステント”と呼ば
れる金属の円筒を挿入し、狭窄を解除する治療法）を
行いました。手首の動脈から部分麻酔でカテーテルを
挿入し、入院期間は4日間。その後は左足の血管も治
療させていただき、心筋梗塞に至ることなく、勿論、
足のだるさもなくなり、お元気に過ごされています。
以前は、心筋梗塞、閉塞性動脈硬化症、頸動脈狭窄
症など、すべて別々の病気として捉えられていました。
しかし、近年は各々が全身の血管に起こる動脈硬化の
結果として認識されるようになり、全身の動脈硬化に
対しマネジメントを行う流れになっています。動脈硬
化を引き起こしやすい因子としては高血圧・糖尿病・
脂質異常・喫煙・遺伝などがありますが、そういった
ハイリスク因子をもつ患者さんには積極的にABI検査
を行い、手軽に、早く、動脈硬化疾患をみつけ、生活
指導・薬物治療を行い、重症であればカテーテル治療
にて確実に病気を治していく、という姿勢で、我々循
環器科は日々診療を行っています。
動脈硬化リスクのある方はもちろん、興味のある方
は、ぜひ一度ABI検査を受けてみましょう。

　

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
も
あ
り
ま
す
が
、

よ
う
や
く
こ
れ
か
ら
涼
し
く
な
っ
て

く
る
頃
で
す
ね
。
猛
暑
が
続
い
た
今

年
の
夏
は
、
夏
バ
テ
に
な
っ
た
人
も

多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？

夏
の
疲
れ
が
た
ま
っ
て
お
こ
る
〝
秋

バ
テ
〞
に
注
意
！

　

夏
バ
テ
は
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
近

年
で
は
秋
に
な
っ
て
体
の
だ
る
さ
や

慢
性
的
な
疲
れ
、
食
欲
不
振
、
頭
痛

な
ど
の
不
調
が
現
れ
る
〝
秋
バ
テ
〞

を
訴
え
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
夏

に
冷
房
や
冷
た
い
も
の
を
摂
り
す
ぎ

て
身
体
が
冷
え
、
自
律
神
経
の
バ
ラ

ン
ス
が
乱
れ
る
こ
と
が
原
因
で
起
こ

り
ま
す
。

　

早
め
に
秋
の
生
活
習
慣
に
切
り
替

え
、
秋
バ
テ
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

秋
を
元
気
に
過
ご
す
た
め
の
生
活
習
慣

＊
体
を
温
め
る
食
習
慣
へ

　

ま
ず
は
体
を
中
か
ら
温
め
ま
し
ょ

う
。
冷
た
い
も
の
は
や
め
て
、
温
か

い
も
の
を
食
べ
る
（
飲
む
）
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
胃
腸
が
弱
っ
て
い
る

と
き
に
は
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
よ

く
か
ん
で
ゆ
っ
く
り
食
べ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
よ
く
か
む
と
、
唾
液
の

力
で
免
疫
力
を
高
め
る
効
果
も
あ
り

ま
す
。

＊
秋
の
お
す
す
め
の
食
材

　

疲
労
回
復
に
か
か
せ
な
い
豚
肉
、

ウ
ナ
ギ
、
カ
ツ
オ
、
豆
類
な
ど
の
ビ

タ
ミ
ン
B
1
を
積
極
的
に
摂
り
ま
し

ょ
う
。
ニ
ン
ニ
ク
や
ネ
ギ
、
ニ
ラ
な

ど
の
ア
リ
シ
ン
を
含
む
も
の
と
一
緒

に
食
べ
る
と
、
ビ
タ
ミ
ン
B
1
の
吸

収
が
ぐ
ん
と
良
く
な
り
ま
す
。

＊
さ
さ
っ
と
シ
ャ
ワ
ー
か
ら
ゆ
っ
た

　

り
入
浴
へ

　

約
37
〜
39
℃
の
お
湯
で
ゆ
っ
た
り

と
湯
船
に
浸
か
り
ま
し
ょ
う
。
ぬ
る

め
の
お
風
呂
に
ゆ
っ
く
り
浸
か
る
こ

と
で
副
交
感
神
経
が
優
位
に
な
っ
て

自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
体
の
芯
か
ら
温
ま
り
、

新
陳
代
謝
も
ア
ッ
プ
し
て
疲
れ
も
取

れ
、
夜
も
ぐ
っ
す
り
と
眠
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

＊
冷
房
環
境
で
気
を
つ
け
る
こ
と

　

こ
の
時
期
は
ま
だ
冷
房
を
使
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
外
気
温
と
の
差
が

5
℃
以
上
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意

し
、
外
出
先
で
は
ひ
ざ
掛
け
や
カ
ー

デ
ィ
ガ
ン
な
ど
を
常
備
し
て
冷
え
す

ぎ
を
防
ぎ
、
靴
下
や
腹
巻
な
ど
で
保

温
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

＊
適
度
な
運
動
習
慣
を

　

冷
房
に
慣
れ
す
ぎ
た
体
は
汗
を
か

き
に
く
く
な
っ
て
お
り
、
血
行
も
悪

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

や
軽
い
運
動
で
血
行
を
よ
く
し
、
適

度
に
汗
を
か
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

＊
睡
眠
に
つ
い
て

　

秋
は
自
律
神
経
の
乱
れ
で
、
眠
り

が
浅
く
な
っ
た
り
寝
つ
き
が
悪
く
な

っ
た
り
し
ま
す
。
決
ま
っ
た
時
間
に

早
起
き
し
て
太
陽
の
光
を
浴
び
る
こ

と
で
、
夜
眠
り
に
つ
き
や
す
く
な
り

ま
す
。
朝
の
涼
し
い
時
間
帯
の
散
歩

が
お
ス
ス
メ
で
す
。

　

秋
は
楽
し
い
行
楽

シ
ー
ズ
ン
で
す
。
体

調
管
理
に
気
を
つ
け
、

元
気
に
秋
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

／
健
／
康
／
百
／
科
／
Ｊ
Ａ
山
口
厚
生
連

保
健
師　

吉　
田　
智　
子

「歩くと足がだるくなるんです」「歩くと足がだるくなるんです」
～ABI検査を受けてみましょう～
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■9月17日（火）平生支部管内
■問い合わせ／『いきいきプラザ』 TEL52-0022

■理事会だより　　　　　　7月22日開催
議決事項

■ 9月青果市場休業日　
・11日（水）

⑴ディスクロージャー誌について
⑵不良債権の処理方針（案）について 
⑶農産物検査業務規程の一部変更（案）について 

報告事項
⑴平成25年 6 月末実績検討について
⑵ＪＡ全国監査機構（中央会）監査計画について
⑶ＪＡバンク・ＪＡ共済に係る苦情等対応状況に
ついて

⑷反社会的勢力との取引排除にかかる対応状況に
ついて

⑸平成25年度 6月末組合員数及び出資口数について
⑹余裕金運用に関するリスク情報について
⑺法人の事業報告について
⑻経営所得安定対策の加入状況について
⑼役員の兼職について

■人事異動　　　　　　　　　　　　　　（ 7月16日）
●依願退職　　　　　　　　　
　　　　　　　　吉永　恭子（平生支所）

家の光
未来に備えて ほっ と安心　　
　　食卓かこんで ホッ と幸せ

購読の申込はJAの支所窓口へ

誌代1年分を前納すると1か月分がお得になります

前納年間誌代普通月号
1か月分年間誌代誌　名

『家の光』定価（税込）／普通月号600円
付録月号（1・4・5・7・9月号）880円
家計簿付12月号980円

8,980円 600円 8,380円家の光

12月号
別冊付録1月号

別冊付録

年間予約
受付中

食と農食と農
ひらく未来へ確かな目ひらく未来へ確かな目

食農のページがもっと楽しく
食農教育の知識がいっぱいつまっています。

購読のお申し込みはJAへ
定価1か月2,550円

残留農薬検査報告
検 査 月：7月
検査機関：一般社団法人　やまぐち食の安心・安全研究センター

検査品目 検体数 結　　果

アスパラガス

きゅうり

な　　す

いちじく

　合　　計

検査の結果、いずれも基準値

以内で異常は認められません

でした。

2

1

1

1

5

中
村　

信
夫
さ
ん
の

あ
ゆ
む

め
ぐ
み

の
ぶ
お

な
か
む
ら

長
男  

歩
夢
く
ん

柳
井
市
余
田
中
村

こ
れ
か
ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い
で

笑
顔
の
い
い
子
に
成
長
し
て
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
・
恵

（
平
成
　
年
5
月
29
日
生
）

22

今
月
の
表
紙
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〈写真は全てイメージです〉

受託販売:観光庁長官登録旅行業　第939号 ㈱農協観光代理業

山口県知事登録旅行業者代理業第17号
総合旅行業務取扱管理者　中村浩司

JA南すおう旅行センター

☎（0820）22-3922
詳しい旅行条件を説明した書面をお渡しいたしますので、事前にご確認の上、お申し込みください。
山口県柳井市中央3丁目16-1

お
申
込
み
・
お
問
合
せ

（社）日本旅行業協会正会員

観光庁長官登録旅行業　第939号

山口支店
☎（083）973-3268

〒754‐0002　山口県山口市小郡下郷2139　総合旅行業務取扱管理者 板橋恒治

旅行業公正取引協議会会員ボンド保証会員

旅
行
企
画
・
実
施

詳しくは各支所においてある専用パンフレットをご覧ください。

CafeCafe

旅行実施日 平成25年9月27日（金）発
公演は1階席でご覧いただけます

旅行代金

添 乗 員 同行いたします。

食事回数 朝食0回・昼食1回・夕食1回（弁当）

申込締切日

弁当）弁当）

平成25年9月13日（金）
＊ただし定員になり次第締め切らせていただきます。

お申込金

回回（弁（弁

旅行代金

旅行実施日 平成25年9月2平成25年9月2
申込締切日 平成25年9月13日（金）

ただき＊ただし定員になり次第締め切らせてい

お申込金 3,000円（旅行代金に充当）

募集人員

添 乗 員 同行いたします。添 乗 員 同行いたします

食事回数 朝食0回・昼食1回・夕食1朝食0回 昼食1回 夕食1回回
ただ＊ただし定員になり次第締め切らせてい

募集人員 40名（最少催行人員35名）

平成25年9月2
,13,800円

発

演は公演

発7日（金））発7日（金））発27277日27
円円（大人お一人様）

旅行実施日 平成25年9月28日（土）
旅行代金

添 乗 員 同行いたします。
食事回数 朝食0回・昼食1回・夕食0回
募集締切 平成25年9月13日（金）

＊ただし定員になり次第締め切らせていただきます。

お申込金

募集締切 平成25年9月13日（金
＊ただし定員になり次第締め切らせてい

お申込金 2,000円（旅行代金に充当）

募集人員

日（土8日
添 乗 員 同行いたします。同行 す
食事回数 朝食0回・昼食1回・夕朝食0回・昼食1回・夕
募集締切 平成25年9月13日（金

40名（最少催行人員：35名）

円11,000円旅行代金

旅行実施日 平成25年999999999月28平成25年9月2
募集人員 40名40名（最少催行人員：35名）（最少催行人員：35名）

（大人お一人様）

は1階席でご覧いただけ演は公演
南すおう各地＝玖珂 IC＝山陽道＝龍野 IC＝▲そうめんの里＝

＝○姫路・灘菊酒造＝○坂本冬美コンサート（姫路市文化センター）＝

＝姫路東 IC＝山陽道＝玖珂 IC＝南すおう各地

南すおう＝しまなみ海道＝しまなみ七福神（高龍寺）＝下田水港〰〰

〰馬島港＝民宿　みはらし＝馬島港〰〰下田水港＝亀老山展望台＝

＝吉海バラ公園＝しまなみ海道＝南すおう

出発

到着

到着

出発 揖保の糸工場見学・昼食

試飲・お買物 演歌ロックを開拓した第一人者・弁積

6：00～7：00頃

18：30～19：30頃

16：00～18：00

6：00頃

23：00頃

12：00／13：20

ありがたい法話

瀬戸内・海鮮料理に舌鼓！ しまなみ海道を一望

※行程の時間はあくまでも目安です。交通機関の都合等により変更になる場合がありますのでご了承ください。

※工程の時間はあくまでも目安です。交通機関の都合等により変更になる場合がありますのでご了承ください。

1967年、和歌山県出身
1987年、「あばれ太鼓」でデビュー
1988年、「祝い酒」でNHK紅白歌合戦へ
　　　　初出場！
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（土）

土）土）

金）
ます。いただきま

日（土8日日（土8日

00夕食0夕食0回回
金）
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出
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※工程の時間

9/28
（土）

日

1

行　　　　　　　　　　程 ○入場観光　○下車観光　△車窓観光

けますけます
＝▲そうめんの里＝

ト（姫路市文化センター）＝

揖保の糸工場見学・昼食

人者・弁積

：30頃

場合がありますのでご了承ください。

場観光　○下車観光　△車窓観光

熱
唱

※行程の時間はあくまでも目安です。交通機関の都合等により変更になる場合がありますのでご了承ください。


